
（別記様式第２－２号）

地区別事業概要

き そ さ き に き

事 業 名 農村地域防災減災事業 地区名 木曽岬２期

く わ な ぐ ん き そ ざ き ち ょ う

関係市町村 三重県桑名郡木曽岬町 事業主体 三重県

事業目的 当地区は三重県の最北部の水稲主体の営農が行われている水田地帯である。ま

た、名古屋市近郊の立地条件を生かし、ハウスでの野菜栽培も盛んである。

近年地区内の開発により流出量の増加や、排水機場の老朽化に伴う排水能力の低

下により、農地の湛水時間が増加し、農作物の湛水被害が増大する状況にある。

そのため、本事業により排水機場の整備を行い湛水被害の防止し、農業生産の維

持、農業経営と民生の安定及び農村地域の防災力向上を図る。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

240 ha 406戸 1,590百万円 平成26～30年度

主要工事 排水機場整備 １箇所

関連事業 該当無し

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

6,548 2,575 2.54 総費用総便益方式

百万円 百万円

概要図

別添のとおり

出典：木曽岬２期地区土地改良事業計画概要書（三重県農業基盤整備課作成）



概　　　　要　　　　図

農村地域防災減災事業　木曽岬２期地区
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既設(旧)近江島排水機場
φ1,200×220ps×2台

(新)近江島排水機場
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φ500×37kw×1台

既設　近江島排水樋門

既設排水樋門
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（別記様式２－２号）

地区別事業概要

かきのえ

事 業 名 農村地域防災減災事業 地区名 硴江

くまもとし

関係市町村 熊本県熊本市 事業主体 熊本県

事業目的 本地区は、一級河川緑川水系浜戸川、潤川と山に囲まれた水稲及びきゅうり、ト

マトの栽培がなされている地域で、地区の排水は、地区内の排水路を経て、常時に

は排水樋門から河川に排水され、洪水時には4つの排水機場によって、河川へと強

制排水されている。

しかし、既設排水機場の経年変化による機能低下及び近年の集中豪雨により湛水

被害が発生していることから、農作物の作付けや、作物の品質低下など営農に支障

を来し、農業経営を圧迫する深刻な状況となっている。

また、家屋や公共施設等も冠水するなど、地域住民の生命、財産、公共施設に大

きな影響を及ぼしている状況にもある。

このため、排水施設を整備することにより、地区内の湛水被害を防止し、農村地

域の防災力向上を図る。

事業概要 受益面積 受益戸数 総事業費 工 期

492ha 554戸 1,393百万円 平成26～29年度

主要工事 排水機場整備 １箇所

関連事業 富合地区県営ほ場整備事業

費用対効果 Ｂ：総便益 Ｃ：総費用 Ｂ／Ｃ 算定方式

8,347百万円 4,619百万円 1.80 総費用総便益比方式

概要図

別紙のとおり。

出典：硴江地区新規採択計画概要書（熊本県農村計画課作成）



概　　　　要　　　　図

農村地域防災減災事業　硴江地区
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